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発信年月日：平成２７年１１月２４日 

所属部課 館 長 担当職氏名 
連 

絡 

先 

 

TEL 0837-29-0063 

 俵山公民館 宍村 龍夫 宍村 龍夫 

件 名 俵山の主婦が自然薯栽培に初挑戦 待ちに待った初収穫の日を迎える 

 

俵山地域では約３０年にわたって自然薯栽培に取り組んでおり、俵山産自然薯として長

年出荷されてきましたが、生産者の高齢化などに伴う生産者の減少、生産量の激減などに

より、自然薯栽培の存続が厳しい状況となってきました。 

こうした中、俵山地域の３人の若い主婦が、確立されている栽培技術を次の世代に引き

継ぐために生産を継続させる必要があると考え、栽培技術を習得するため自然薯部会の増

野孝久部会長（８７歳）に師事し、今年２月から自然薯栽培にチャレンジしました。 

これまで増野さんの指導を受けて１０４本の自然薯を植付・管理し、このたび初収穫を

迎えることになりました。 

 

記 

 

 

１ 日  時  平成２７年１１月２９日（日）１０：００～ 

 

 

２ 場  所  俵山黒川区内 増野孝久さんほ場 

※県道下関長門線から能満寺方面に入り、その後交差点を右に曲がり、 

黒川方面に 400～500m進んだ場所 

 

 

３ 参 加 者  ・３人の生産者（河野八千代・河地由香里・花岡真美）とその家族 

・増野孝久さん（指導者） 

 

 

４ 内  容  ・今年植付けた自然薯の初収穫 

・今年の出来について増野部会長よりコメント 

・来年に向けての意気込み 

 

 

５ そ の 他  雨天の場合は収穫作業を延期します。 

 


